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１．本部はエネルギー使用実績を集計して店舗に毎月フィードバックした。
２．店舗において省エネルギー教育を実施し、省エネルギーに配慮した
　　店舗運営を行った。
３．新店にはＬＥＤ照明を導入する。またノンフロンの冷凍冷蔵機器また
　　はインバーター機器を導入し、ショーケース等の稼働効率の向上と
　　省エネ化を図る。⇒今期の実績は無し。
４．更新期を迎えた旧設備の店舗には、ノンフロンの冷凍冷蔵機器または
　　インバーター機器を導入し、ショーケース等の稼働効率の向上と省エネ
　　化を図る。⇒(2店舗)(天草浜田店・熊本大津室店)
５．更新期を迎えたＬＥＤ照明は最新型の高効率のＬＥＤ照明に切り替え
　　る。⇒今期の実績は無し。
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「計画期間」並びに「基準年度」「前年度」「目標年度」及びそれらの排出量は、提出済の事業活動温暖化対策計画書
に一致させてください。
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【温室効果ガス排出量】
九州電力の温室効果ガス排出係数が前年比37.5％増加したこともあ
り、5年度の温室効果ガス排出量は3,099-CO2で、基準年度比
11.3％と増加した。
【温室効果ガス排出原単位】
5年度の温室効果ガス排出原単位は、店舗において省エネルギー教
育を実施し、室温を夏期27℃、冬期19℃で管理するなどの店舗運営
を行ったが、前期の理由により486.9と基準年度比3.0％増加した。

計画の進捗又は達成の状況等
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特 記 事 項

「計画の進捗又は達成の状況等」欄には、計画期間における排出量削減の進捗の状況及び計画終了時における事業
活動温暖化対策計画書に掲げた温室効果ガスの排出の抑制の量に係る目標の達成又は未達成の理由等があれば、
記入してください。
「特記事項」欄には、過去の温室効果ガス排出削減に係る実績や地球温暖化防止に寄与する技術又は商品の開発等
の取組があれば、記入してください。

原 単 位 の 考 え 方
温室効果ガス算定排出量を密接な関係値（売上高10億円）で除して
計算する。
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